









































































藏 1 -60- 3 所收本（『法
銑疏 2』）
　明曠撰『天台菩薩戒疏』（『明曠疏』）　　　：大正藏40所收本
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































故與人受戒者。犯輕垢罪。（1008下 9 -1009上 5 ）
（73）‌「道璿注中云。善戒・地持。輕戒名突吉羅。翻惡作惡説。善生名
失意罪。忘念所作。乖於本志。於名失意文。」（『述迹鈔』566下）
　　　　 ◎‌『智周疏』『法銑疏』『元曉疏』の相當部分は散佚。依據した
注釋未詳。
（74）‌「道璿注云。出入十禪支者。華嚴十定品亦説十種大三昧。名諸佛
菩薩禪定文。」（『補忘抄』723上-下）
　　　　 ◎‌『智周疏』『法銑疏』『元曉疏』の相當部分は散佚。ただし、『法
銑疏 1』には、「十禪定」（1003下）に對する「次説十定。
禪是梵音。此云思惟修。亦云功德聚林。定即唐語。守境不移。
名之爲定。所言十者。花嚴云。一者普光三昧。二者妙光三昧。
三者次第遍計諸佛國土大三昧。四者清淨心以大三昧。五者
如過去莊嚴藏大三昧。六者智光明藏。七者了知一切世界佛
莊嚴。八者衆生差別。九者法界自性。十者無得法輪大三昧」
（214-215）という注釋があり、これが『華嚴經』「十定品」
の「爾時如來。告普賢菩薩言。普賢。汝應爲普眼及此會中
諸菩薩衆。説十三昧。令得善入。成滿普賢所有行願。諸菩
薩摩訶薩。説此十大三昧故。令過去菩薩。已得出離。現在
菩薩。今得出離。未來菩薩。當得出離。何者爲十。一者普
光大三昧。二者妙光大三昧。三者次第遍往諸佛國土大三昧。
四者清淨深心行大三昧。五者知過去莊嚴藏大三昧。六者智
光明藏大三昧。七者了知一切世界佛莊嚴大三昧。八者衆生
差別身大三昧。九者法界自在大三昧。十者無礙輪大三昧」（大
正藏10、212下）に基づくものであるから、道璿のこの注釋
は『法銑疏』に基づくもののごとくである。
【第四十二輕戒～第四十八輕戒は省略】
‌‌─ 123 ─‌
（　39　）
【結】
　諸佛子。是四十八輕戒。汝等受持。過去諸菩薩已誦。未來
諸菩薩當誦。現在諸菩薩今誦。諸佛子諦聽。此十重四十八輕戒。
三世諸佛已誦當誦今誦。我今亦如是誦。汝等一切大衆。若國
王王子百官。比丘比丘尼信男信女。受持菩薩戒者。應受持讀
誦解説書寫佛性常住戒卷。流通三世一切衆生化化不絶。得見
千佛佛佛授手。世世不墮惡道八難。常生人道天中。我今在此
樹下。略開七佛法戒。汝等當一心學波羅提木叉歡喜奉行。如
無相天王品勸學中一一廣明。（75）三千學士時坐聽者。聞佛自誦。
心心頂戴喜躍受持。（1009中25-下 8 ）
（75）‌「撲揚疏云。言三千者。應是釋迦説略戒時。有三千學士也文。璿
釋同之。」（『補忘抄』730上）
　　　　 ◎‌『智周疏』『法銑疏』『元曉疏』の相當部分は散佚。『法進疏』
は「三千學士者。自下第五大衆奉持分。此明一華百億國一
國一釋迦。此是釋迦化。佛略説戒法如此。上文初首聽衆有
其百萬億。今者大衆法廗欲末唯有三千。故言三千學士也」（『日
珠鈔』262上）。ただし、『補忘抄』によれば、『智周疏』に
基づくもののごとくである。
【結語】
　爾時釋迦牟尼佛。説上蓮花臺藏世界盧舍那佛心地法門品中
十無盡戒法品竟。千百億釋迦亦如是説。從摩醯首羅天王宮至
此道樹十住處説法品。爲一切菩薩不可説大衆受持讀誦解説其
義亦如是。千百億世界蓮花藏世界。微塵世界。一切佛心藏地
藏戒藏無量行願藏。因果佛性常住藏。（76）如如一切佛説無量一
切法藏竟。千百億世界中。一切衆生受持歡喜奉行。
　若廣開心地相相。如佛花光王品中説。（1009下 9 -18）
（76）‌「璿注云。前明一切衆生皆有佛性。爲戒本源。其體不易。名爲常住。
其理無差。故曰如如。謂。一切色心。皆入佛性戒中。無不如故
文。若依此等義。如如屬下。」（『補忘抄』731上）
‌‌─ 122 ─‌
（　40　）
　　　‌「道璿注云。前明一切衆生皆有佛性。爲戒本源。其體不易。名爲
常住。其理無差。故曰如如。謂。一切色心。皆入佛性戒中。無不
如也文。法銑云。如如者。前明一切衆生皆有佛性戒本源。其體不易。
名爲常住。其理無差。故曰如如。謂。一切色心。皆入佛性戒中。
無不如也文。」（『述迹鈔』582下）
　　　　 ◎‌『智周疏』『法銑疏』『元曉疏』の相當部分は散佚。ただし、『述
迹鈔』によると、『法銑疏』に基づくもののごとくである。
　 明人忍慧強　　能持如是法　　未成佛道間　　安獲五種利
　 一者十方佛　　愍念常守護　　二者命終時　　正見心歡喜
　 三者生生處　　爲諸菩薩友　　四者功德聚　　戒度悉成就
　 五者今後世　　性戒福慧滿　　此是佛行處　　智者善思量
　 計我著相者　　不能信是法　　滅盡取證者　　亦非下種處
　 欲長菩提苗　　光明照世間　　應當靜觀察　　諸法眞實相
　 不生亦不滅　　不常復不斷　　不一亦不異　　不來亦不去
　 如是一心中　　方便勤莊嚴　　菩薩所應作　　應當次第學
　 於學於無學　　勿生分別想　　是名第一道　　亦名摩訶衍
　 一切戲論處　　悉由是處滅　　諸佛薩婆若　　悉由是處出
　 是故諸佛子　　宜發大勇猛　　於諸佛淨戒　　護持如明珠
　 過去諸菩薩　　已於是中學　　未來者當學　　現在者今學
　 此是佛行處　　聖主所稱歎　　我已隨順説　　福德無量聚
　 迴以施衆生　　共向一切智　　願聞是法者　　疾得成佛道
　 （1009下19-1010上21）
【尾題】
梵網經盧舍那佛説菩薩心地戒品第十之下（1010上22）
【奥書】
〔於現光寺撰之。〕（77）
（77）「道璿注梵網‌唐僧。來住大安寺。彼疏奥書云。於現光寺撰之云云」（『述迹鈔』245上）
‌‌─ 121 ─‌
（　41　）
附録　道璿撰『授菩薩戒文』佚文
（78）‌「大唐和上叡受菩薩戒文云。戒師即香爐跪云。我某甲仰啓十方云云。
受菩薩戒文中卷云云。先請菩薩。後請於佛。受人踞跪。戒師起立。
若高座。不須起立。令同音三回云云。敬禮十方云云。下卷文同中卷。」（『裏
書』307）
　　　‌「大唐和上叡受菩薩戒文云。戒師即執香爐䠒跪云。我某甲仰啓十
方云云。受菩薩戒文中卷云云。先請菩薩。後請於佛。受人䠒跪。戒師
起立。若高座。不須起立。令同音三廻云云。敬禮十方云云。下卷文同
中卷。」（『裏書』322-323）
＜キーワード＞　道璿　註菩薩戒經　集註梵網經　授菩薩戒文　梵網經
‌‌─ 120 ─‌
